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砂浜を保全・回復する新技術

（袋詰め工法）の開発

河川研究部 海岸研究室 室長諏訪 義雄 主任研究官野口 賢二 研究官渡邊 国広 部外研究員関口 陽高

（キーワード） 砂浜保全、土木繊維、技術開発

１．袋詰め工法の利用の現状

袋詰め工法は、海外でジオテキスタイルチュー

ブと総称され、ヨーロッパや中東、米国、豪州等

で用いられている。我が国の海岸は多様で外洋に

面した海岸は波浪が大きく、玉石の混じる礫海岸

ではコンクリートも磨耗する等海外に比べて設置

環境が厳しいためこれまで用いられていない。

海岸利用者等からは堅固なコンクリート構造の

工法以外の砂浜を復元する保全手法に期待する声

が多い。また、財政の悪化等から公共事業全般へ

のコスト縮減の期待も大きい。袋詰め工法は現地

の砂礫や養浜材を袋に詰める工法であり、設置や

撤去が容易でこれらの期待に応えられる可能性を

秘めている。海岸管理者が袋詰め工法を採用する

ためには、大きさ・重量等の設計法や袋材の磨耗

等への耐久性評価法、適用可能な海岸の条件、点

検や維持・管理手法が整理される必要がある。

２．研究開発の概要

本研究は、袋詰め工法の性能評価・設計の体系

化、耐摩耗性に優れた袋材の開発と施工法の確立、

管理基準の提案を成果と想定している。図―１に

示すとおり、海岸研究室が実施する調査研究と繊

維メーカー３社との共同研究が2本柱となり、両方

が連携して最終成果につなげていく。国総研の研

究では主として袋詰め工法の機能や特性把握と性

能評価手法の整理を、共同研究では袋材の開発と

現地試験、性能評価試験による実証を行う。

３．西湘海岸における現地施工試験

共同研究の一環として、2011年11月から神奈川

県大磯町の西湘海岸で重量200t程度の袋詰め工法

の施工試験を行い、施工性や歩掛り、海岸利用者

の感想、設置後の袋詰め工法の変形・磨耗等を調

査している。袋詰め工法は、西湘海岸の侵食対策

として京浜河川事務所が開発した新型漂砂制御施

設の部分模型を兼ねており、東京大学・神奈川県

も参加した袋詰め工法設置前後の漂砂調査から新

型漂砂施設の効果検証も行われる。一連の現地試

験は産・学・官参加の取り組みであり、新型漂砂

制御施設の部分模型の設置は一種のPPP（パブリッ

クプライベートパートナーシップ）と言える。こ

の試験体は2011年4月を以て撤去するが、撤去の容

易性も本工法の「売り」であり貴重な情報が得ら

れる見込みである。

図-1 研究のスキームと進捗状況

図-2 試験体の設置状況と各素材の構成
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避難情報の信頼向上に繋がる 

津波浸水想定システム 
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１．はじめに 

2010年２月末のチリ地震津波では、津波警報や

避難指示・勧告が発令されても避難しない住民が

多かった一方、いくつかの河川では津波が段波と

なって遡上し、津波警報の対象となった沿岸部の

道路は長時間に渡って通行止めとなった。地震直

後から津波による浸水の危険性がなくなるまでの

間、河川等の施設管理者がパトロールの是非・範

囲の判断、立入規制等の災害対応を適切に実施す

るためには、津波ハザードマップに示されている

想定最大規模の浸水想定範囲ではなく、津波警報

で示される予想津波高に応じた浸水の範囲や深さ

が想定される必要がある。 

 本研究では、津波警報への施設管理者の災害対

応を改善するため、最新の海岸堤防等の耐震化進

捗状況を反映し、津波警報で示される予想津波高

に対応する津波浸水の範囲・深さを迅速に想定で

きる「津波浸水データベース」とともに、水門閉

鎖状況等の実態を反映して浸水想定範囲を的確な

タイミングで精度良く更新できる「津波浸水計算

システム」、津波浸水継続時間の見通しを想定で

きる「津波浸水減衰想定モデル」を構築する。 

 

２．システムの概要 

津波浸水データベースは、あらかじめ海岸堤防

等の耐震化状況等をふまえて、津波高別に計算さ

れた浸水想定をデータベース化したものである。

近地地震の場合、地震直後に発表される予想津波

高をこのデータベースに入力し、その津波高から

想定される浸水の範囲や深さを確認することがで

きる。その後、水門の閉鎖や堤防が被災していな

いことが確認されれば、津波浸水データベースの

浸水想定は過大となる可能性がある。この時点で、

津波浸水計算システムに水門の閉鎖状況等を入力

することにより浸水計算が実施され、浸水想定の

精度を高めることができる。このシステムは、地

震から津波到達までの時間が長い遠地地震の場合

にも活用できる。これらに津波浸水減衰想定モデ

ルを加えた津波浸水想定システムは、施設管理者

の災害対応だけでなく、住民の避難にも活用でき

る可能性を有している。 
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図１ 津波浸水想定システムの概要 

 

３．今後の予定 

本研究は、2011年度から３カ年の予定で実施さ

れる。 
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